
平成8年3月31日 豊崎大学学報 (号外第131号) 冊

近藤 久礎(長崎県)昭和29年 1月27日士

銀与年月日 平成7年12月31日

主抽文 StatisticalA~沿ciatio田 between Radi 

ation Exposure and the Clinical Exam 

ination Data of J apan民捻 Radiology

Tec加IClans

(Hi岨 yoshiKondo. Takashi Aoyama， 

Tsutomu Sugahara， Tetsuaki Ha 

shimoto， Yoichi Yamamoto， Yutaka 

Okumura) 

(量多摩放射線量師における放射脇被曜と

臨床樟査値の関閣)

白丘曹久喜，青山署ij，菅原聾，輔本哲明，

山本洋 ，奥村寛)

(Journal of Epidemiology Vol.5， No.2 

; 51-57 ; 1995) 

長崎大学医学部原埠世史学荷責科センタ

ー責軒調査部

(主証朝畏万左男教授}

融支内容の要旨

輔冨

放射線田被爆により悪性新生物による死亡のリスク

が高〈なるととが知られているが，提症前の個体の健

車状態に及ぼす修響については寸骨に解明されていな

い.放射融が健鹿状態に修讐を及ぽす白であれば，放

射線量に比例して臨床樟査置も霊化すると考えられる。

1955年以前は放射組防堕を含む作費環境が悪かったた

め.高齢の般射韓桂師は低韓.放射輯のE檀檀嘩によ

り鼎積極嘩韓量カZ比二較的高いと考えらオ1る.我々は放

射陣技師の憧庫調査を実施l."放射融による健康への

臨容を評価した。瞳鹿調査では，臨床検査の他に視力，

心電図，染色体異常や体力などの検査も実施されたが，

本研究では哩煙と猷酒を考虚したうえで，放射韓被曝

と臨床検査留の関連について検討した。

対象と方法

調査は日本放射輯技師会に所属する放射樟技師を対

象に，24の都道府県で実施した。調査への多加は，爾

査概聾を説明のうえ，会員の自由意志によるものであ

り，絶対象者は1.041畠であった。調査書加者のうち，

被曙組量由推定不能者および女性の69名を解析から除

外した.実際の解析に用いた対象者散は945名であっ

た.対象の中で検査植に影曹をJil.ぽすと考えられる15

の疾血が観察されたので.とれらの疾患の有病者の骸

当検査慣は解析から除外した.対象の調査時年齢は22

車からn揖まで分布しており，平均年齢は47.3車でる

った.個人の檀曝揖量については，1情。年以前につい

ては当時の作輩環境から推定した撮影1回当りの植曝

組量に撞影件散を掛け合わせて推定した櫨唖線援を.

1960年以降についてはフ ィルムパツジによる測定値を

用いた.個人別被曝組量は.O.OlGyから4.91Gyまで

分布l."平均植曝韓量はO.31Gyであった.世略融量と
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調査時年齢との聞に有意な正の相闘があった。現煙の

彫響を評価するために，対象を非哩煙群，噴煙中止群

ならびに理煙本敢に応じた 8階紐の担煙群の10群に卦

類し，各群に 0-9の値を与え定量化した。問鳴に，

飲酒の影響を評価するために，対象を非飲酒群，歓酒

中止群ならびに飲酒援に応じた6階級の8群に分類し，

各群に 0-7の個を与え定量化した。植曝韓量につて

は，対数変換を施し連続畳として取り担った。解析に

用いた検査項目は， 29項目町生化学横査 4項目の未

梢血検査.収縮期および誼彊期血圧の合計35項目であ

る。各検査値が正規分布に世うよ うな変散変換{対敵，

平方根，逆散)を施し，検査値と調査時年齢，被嘩韓

量，理煙.飲酒および各要因の交互作用との関連を重

回帰分析により韓討した。

結果

放射線単独の罷響が有意であったのは，尿素窒素，

アルカリフォスファターゼ，MAO.白血球教の 4項目

であり，いずれも被嘩輯量との聞に正の相関があった.

哩煙単担の軍曹が有意であったのは10項目であった。

そのうち A/G比，中性脂肪，血清鉄，白血球数，血色

素量，ヘマトクリットは理煙量との聞に正の相闘があ

り， ZTT，原案窒素，クレアチニン，アミラーゼは理

煙量との聞に負の相関があった。飲酒単独の影響が有

意であったのは 6項目であった。そのうち毘睦，

GOT，LAPは飲酒量との聞に正の相関があり，クレア

チニン，アルカリフォスファターゼ，赤血獄数は飲酒

量との問に負の相関があった。昌樹韓単挫のIli響は有

意ではないが，放射鶴と理煙または放射韓と飲酒との

岡町吏互作用が有意であったのは γGTP，ナトリウ

ム，クロール，無機リン，輯蛋白，アルブミン，

ZTT.β リポ蛋白，コリンステラーゼ，アミラーゼ，

CPK，組ピリルピンの12項目であった。

考察

本研究では放射綿のヒトへの事曹を，憧鹿状態にあ

る放射線技師の臨床検査値を用いて解析した。放射輯

が単独でiI'i響を及ぽす樟企項目の散は，理濯や飲酒が

単独で影容をBl.1ます横査項目の世よりも少なかった。

しかし，12項目で放射輯単独の影曹が有意でないにも

拘わらず，放射轄と現煙または放射綿と飲酒との聞の

空互作用が有意であったことから，放射輯は型煙や飲

酒と重なった場合には相乗作用により検査倍に影響を

及ぽすこと治問月らかになった。放射融単独と横査値に

関障が認められた項目のうち，アルカリフォスフアタ

ーゼと MAOは被唖韓量の増加によ って上昇した。両

者が同時に上昇するケースの一つに肝障害がある。車

爆被揮者において，慢性の肝疾患や肝硬変の舟生率が

被睡輯量とともに増加するととや，高融量被曝群で肝

硬変による死亡率が高いという報告がある。これらの

ことから，本研究で観察された被曝組量の増加による

アルカリフォスファターゼと MAOの上昇は，放射組

の尻檀被曜による軽匿の肝障害に起閣するものと考え

られる。

崎文審査の鮪果の要旨

本論文は放射組目憧組量被嘩が人にEぽす影響を，

慢性の長年月にわたる聡業的被曝にさらされていると

想定される我国の放射醜技師945名について，臨床検査

値への器容を僻む析することによって検討したものであ

る。世来から放射輯技師についての悪性圏癌の報恩率，

死亡率については多くの調査が行われており，リスク

の上昇を認めている研究がある。しかし健康状暗にあ

る放射綿伎師を対象として生体の恒常性の指標として

の各種樟査置に対する影響を検討した研究は今回のも

のがはじめてであり，この点に本研究の意義がある。

本県固の平均被曝韓量はO.31Gyであり，年令と相関

しており耳暗オ組取り置いの期聞が長いほど被曝組量は

高い。放射綿単独で軍曹がみられた 4項目の他に，哩

煙あるいは飲酒との吏互作用においてはじめて組量と

の関係がみられた項目があり，放射線彼曜の事曹の分

析において各種の要因の吏互作用も重視すべきことが

明らかにされた。

これらの結果は，医学的に直ちに喪患の存在を宜味

するものではないが，器輯置の長期の被曜によって造

血系.肝紛』機能の検査項目を中心に影響があることを

はじめて明らかにしたもので，今佳の研究の方向性に

多くの示喧を与える重要な疫学的成果である.

平成7年12月25日の大学院医学研究科の尭表会にお

いては，方法論の妥当性，結巣の解釈，今桂の研究の

方向性などについて質疑が行われ，的確な応答がなさ

れた.以上の結果に基づいて同研究科で審査がなされ，

学位に相当することが認定された.
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